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酸化チタンは光触媒材料として広く用いられているが,環境浄化を目的として大面積へ

の施工を行う場合,加熱溶融を伴う既存の溶射法では,熱的相変態により光触媒活性が大

幅に損なわれる問題がある.これに対し,原料粉末を固体のまま高速で基材に衝突・付着

させることで,原料粉末の特性を維持した成膜を可能とするコールドスプレー法への期待

が高まり,適用の可能性が検討されている.本研究では,加水分角引去等により酸化チタン

粉末の合成を行い,コールドスプレー成膜に適する*立子形状や微視組織を調査するととも

に,脆性材料である酸化チタンの固相での付着メカニズムについて明らかにした

第1章は本論文の緒論であり ゴヒ』ヨ_
目的およびコールドスプレー法による酸化チタン月万,、,,

成膜の課題を述べている.第2章は加水分解および水熱合成法により酸化チタン粉末を合

成し,その粒子特性および成膜陛について述べている.第3章は加水分解によって作製し

た酸化チタン粉末への熱処理による結晶性や微視組織の変化を調査し,これらがコールド

スプレー法における成1契陛に与える影響について述べている.第4章では加水分解での合

成過程における硫酸アンモニウム添加の有無から,得られる粉末の凝集形態,微視組織の

成膜陛に与える影響を述べている.第5章では各種基材上に粒子捕集および成膜を行うこ

とで,コールドスプレー法における酸化チタン粒子の付着メカニズムについての知見を纏

めている.第6章では以上を総括し,コールドスプレー法によりセラミックス材料である

酸化チタン皮膜を作製するための指針を示している

論文内容 の 要

の 要

本研究は,コールドスプレー法による酸化チタン成膜において原料粉末の重要性に着目

し,種々の条件で粉末材料の合成を行い,固相状態で衝突・付着可能な粒子の凝集形態や

微視組織について明らかにするとともに,その付着メカニズムを調査し,セラミックス材

料である酸化チタンのコールドスプレー成膜に対する指針の確立を行ったものである.粒

子の微視構造として,粒子内部の空孔を熱処理温度によって制御し,粒子付着に対する内

部機構を主とする粒子微視組織の関与の重要性を明らかにした.また,加水分解による合

成過程において,硫酸アンモニウムの添加により粉末の凝集形態を御Π卸し,粉末の微視組

織,ならびに凝集して形成される三次粒子形態が粒子付着に与える影響を明らかにした

一方,成膜対象とする基材について機械的特性の異なる基材種を準備し,これら基材への

単一粒子の付着形態および成膜性の調査結果から,コールドスプレー法における酸化チタ

ン粒子付着メカニズムの考察を行った.その結果,固有の微視構造および凝集形態を有す

る酸化チタン粉末は,脆陛なセラミックス材料でありながら,基材衝突時に塑性変形的な

偏平挙動を発現し,また基材の硬さによりその付着挙動が異なることを明らかにした

本研究で獲得したセラミックス粒子変形・付着に関する新規知見は,学術上の斬新性と

ともに酸化チタン成膜技術確立への指針を与えるものであり,学術,実用の双方において
高い意義を有している

以上により,本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した
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